
平成30年平成30年

№679

広報広報つるいつるい 月号３

鶴居村マスコットキャラクター
「つるぼー」

今月の主な話題
■第３１回タンチョウフェスティバル・・・２

■村の話題・・・・・・・・・・・３～４

■「軽自動車の変更・移転手続きについて」
及び「個人住宅用太陽光発電設備を設置さ
れている方へ」・・・・・・・・・・・５

■平成２９年度鶴居村海外酪農視察研修事
業視察研修を終えて・・・・・・・６～８
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２
月

　

２
月
1111
日
、
役
場
前
庭
に
お
い
て
、
第

日
、
役
場
前
庭
に
お
い
て
、
第

3131
回
目
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

回
目
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ルル((
鶴
居
村
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員

鶴
居
村
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員

会
主
催

会
主
催))
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
村
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者

　

当
日
は
村
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者

が
訪
れ
、「
タ
ン
チ
ョ
ウ
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ

が
訪
れ
、「
タ
ン
チ
ョ
ウ
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ

ズ
」
や
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
鳴
き
声
を
真
似

ズ
」
や
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
鳴
き
声
を
真
似

す
る
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
鳴
き
声
コ
ン
テ
ス

す
る
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
鳴
き
声
コ
ン
テ
ス

ト
」、
氷
水
に
素
足
を
入
れ
て
片
足

ト
」、
氷
水
に
素
足
を
入
れ
て
片
足

立
ち
の
時
間
を
競
う
「
タ
ン

チ
ョ
ウ
耐
寒
競
技
」、
夢

中
で
雪
の
中
を
か
き
分

中
で
雪
の
中
を
か
き
分

け
た
「
雪
中
宝
探
し
」

け
た
「
雪
中
宝
探
し
」

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
会
場
内

　

こ
の
ほ
か
、
会
場
内

に
お
い
て
は
「
雪
山
滑

に
お
い
て
は
「
雪
山
滑

り
台
」
を
は
じ
め
、
出

り
台
」
を
は
じ
め
、
出

店
や
関
係
団
体
に
よ
る

店
や
関
係
団
体
に
よ
る

Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
が
設
け

Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
が
設
け

ら
れ
た
ほ
か
、
会
場
外

ら
れ
た
ほ
か
、
会
場
外

で
は
第

で
は
第
3131
回
と
な
る
歩

回
と
な
る
歩

く
ス
キ
ー
も
行
わ
れ
ま

く
ス
キ
ー
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

し
た
。

　

最
後
に
は
恒
例
の
餅

　

最
後
に
は
恒
例
の
餅

ま
き
が
行
わ
れ
、
大
盛

ま
き
が
行
わ
れ
、
大
盛

況
の
中
で
閉
幕
と
な
り

況
の
中
で
閉
幕
と
な
り

ま
し
た
。

ま
し
た
。

第31回

立立
チチ

第31回
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１
月
15
日
、
鶴
居
村
観
光
協
会
が
主
催
す
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
ク

イ
ズ
の
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
ち
な
ん
だ
ク
イ
ズ
を
実

施
す
る
こ
と
で
全
国
に
村
を
Ｐ
Ｒ
し
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
の
啓

蒙
と
村
の
観
光
振
興
と
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行

わ
れ
て
お
り
、
今
年
で
31
回
目
を
数
え
ま
す
。
ク
イ
ズ
は
、
毎

年
12
月
に
実
施
さ
れ
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
数
の
一
斉
調
査
に
お

い
て
釧
路
管
内
で
観
測
さ
れ
た
数
を
予
想
し
当
て
る
も
の
で
、

今
年
は
５
３
８
羽
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
全
国
か
ら
１
２
，６
０
９
名
も
の
応
募

が
集
ま
っ
た
中
、
37
名
が
正
解
し
、
厳
正
な
抽
選
の
も
と
札
幌

市
の
彦
坂
剛
さ
ん
が
ピ
ッ
タ
リ
賞
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
、
正
解
数
に
近
い
上
位
１
０
０
名
に
各
協
賛
企
業
よ
り
景

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
月
26
日
、
第
38
回
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会

に
出
場
を
決
め
た
田
原
璃
音
さ
ん
（
鶴
居
中
学
校
２

年
）
が
大
石
村
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

田
原
さ
ん
は
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
の
５
０
０

ｍ
と
１
０
０
０
ｍ
で
出
場
を
決
め
、
今
回
が
自
身
初

め
て
の
全
国
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
挨
拶
で
田
原
さ

ん
は
「
自
分
の
最
高
の
滑
り
を
し
て
、
決
勝
進
出
を

目
標
に
頑
張
り
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
は
２
月
３
日
か
ら
６
日
に
長
野
県
で
開

催
さ
れ
、
田
原
さ
ん
は
目
標
と
し
て
い
た
決
勝
進
出

を
５
０
０
ｍ
で
見
事
に
果
た
し
、
力
を
存
分
に
発
揮

し
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
月
22
日
か
ら
26
日
、
北
海
道
観
光
振
興
機
構
が
招
い
た

欧
州
メ
デ
ィ
ア
の
関
係
者
が
来
道
し
、
釧
路
・
根
室
管
内
の

市
町
村
を
訪
問
し
ま
し
た
。
鶴
居
村
で
は
22
日
に
菊
池
牧
場
、

23
日
に
は
音
羽
橋
と
鶴
居
・
伊
藤
タ
ン
チ
ョ
ウ
サ
ン
ク
チ
ュ

ア
リ
を
取
材
し
、
酪
農
現
場
を
見
学
し
た
ほ
か
、
タ
ン
チ
ョ

ウ
の
写
真
を
撮
影
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
近
年
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
目
的

と
し
た
観
光
客
の
増
加
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
北
海
道
で

の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
欧
州

か
ら
の
旅
行
者
を
誘
客
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
イ
ギ
リ
ス
の
野
鳥
専
門
誌
の
編
集
者
や
ド
イ
ツ

を
中
心
に
欧
州
全
体
で
影
響
力
の
あ
る
写
真
家
な
ど
４
名
が

招
か
れ
ま
し
た
。

　

本
村
な
ら
び
に
道
東
方
面
の
魅
力
が
、
国
内
外
に
広
く
発

信
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
年
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
何
羽
で
し
ょ
う
？

タ
ン
チ
ョ
ウ
ク
イ
ズ
抽
選
会

全
国
大
会
で
決
勝
進
出
し
ま
し
た
！

全
国
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会

出
場
報
告

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で
観
光
を
促
進

欧
州
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
来
村

大石村長（左）と和田理事長（右）による抽選が
行われました。

鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリでの撮
影の様子。欧州メディアの皆さんもタンチョ
ウの姿を前に目を輝かせていました。

全国大会への出場を決め、大石村長（右）を表敬訪問
した田原璃音さん（左）
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正岡理事長（左）より寄付が贈られました

第一部の講演（上）と第二部のパネル
ディスカッション（下）の様子

大久保会長による挨拶の様子

　

１
月
29
日
、釧
路
風
林
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ（
正

岡
一
男
理
事
長
）
よ
り
、
風
林
文
庫
図
書
購
入
費

と
し
て
10
万
円
の
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
で
は
、
昭
和
62
年
に
村
の
社
会
福
祉

事
業
費
の
一
部
と
し
て
寄
付
が
あ
り
、
昭
和
63
年

か
ら
は
「
風
林
文
庫
」
の
原
資
と
し
て
毎
年
寄
付

が
行
わ
れ
続
け
、
そ
の
総
額
は
村
の
図
書
館
の
蔵

書
数
５
，
７
９
３
冊
分
に
及
び
ま
す
。

　

鶴
居
村
ふ
る
さ
と
情
報
館
の
図
書
館
に
は
、
寄

付
金
に
よ
り
購
入
さ
れ
た
本
を
揃
え
た
「
風
林
文

庫
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

２
月
１
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
農
泊
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
鶴
居

村
観
光
協
会
、
鶴
居
村
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
泊
と
は
、
農
山
漁
村
で
食
や
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
暮

ら
す
よ
う
に
旅
行
を
す
る
、
滞
在
型
の
観
光
の
こ
と
で
、
農
林
水
産
省
よ

り
２
０
１
６
年
か
ら
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
第
一
部
で
札
幌
国
際
大
学
の
吉
岡
宏
高
教
授
に

よ
る
講
演
「
鶴
居
村
と
農
泊
を
め
ぐ
る
現
状
と
こ
れ
か
ら
」
が
行
わ
れ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
観
光
の
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
て
い
る
こ

と
な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
吉
岡
教
授
の
ほ

か
、
齊
藤
和
弘
氏
（
齊
藤
農
場
代
表
）、
本
藤
泰
朗
氏
（
温
根
内
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
）、
門
間
孝
厳
氏
（
鶴
居
村
森
林
組
合
参
事
）、
服
部
佐
知
子

氏
（
丘
の
上
わ
く
わ
く
カ
ン
パ
ニ
ー
代
表
取
締
役
）、
音
成
邦
仁
氏
（
タ

ン
チ
ョ
ウ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
代
表
）
が
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト

か
ら
は
「
体
験
が
で
き
る
と
満
足
で
き
る
旅
行
に
な
る
の
で
、
充
実
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
」
な
ど
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
４
日
、
釧
路
市
の
ア
ク
ア
・
ベ
ー
ル
に
て

釧
路
鶴
居
会
の
新
年
交
礼
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
２
月
の
第
一
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
こ
の

会
は
今
年
で
第
41
回
目
を
数
え
、
こ
の
日
は
大
久

保
依
義
会
長
を
は
じ
め
、
大
石
村
長
や
松
井
村
議

会
議
長
ら
90
名
が
出
席
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

大
久
保
会
長
は
挨
拶
の
中
で
、
昨
年
の
開
村
80

周
年
や
交
礼
会
の
40
周
年
に
つ
い
て
述
べ
、
故
郷

を
語
り
な
が
ら
親
睦
を
深
め
た
い
と
話
し
ま
し

た
。

　

交
礼
会
で
は
、
終
始
賑
や
か
な
歓
談
が
交
え
ら

れ
、
福
引
や
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
郷
土

の
さ
ら
な
る
発
展
に
思
い
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

風
林
文
庫
コ
ー
ナ
ー
設
置
中
！

心
温
ま
る
寄
付
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

風
林
文
庫
図
書
購
入
費
寄
付

む
ら
の
資
源
を
生
か
し
た
観
光
地
域
づ
く
り

農
泊
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

郷
土
の
さ
ら
な
る
発
展
を
願
っ
て

釧
路
鶴
居
会
新
年
交
礼
会
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軽自動車の変更・移転手続きはお済みですか？
軽自動車税は平成30年４月１日において、鶴居村内に定置する軽自動車にかかる税金です。
住所が変わったときは 「変更登録」、所有者が変わったときは 「移転登録」の手続きをお願いいたします。

税額表【軽四輪（乗用・自家用）の場合】

（税率：年額）
課税年度☆

初度検査年月日
H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 H34年度 H35年度 H36年度 H37年度 H38年度

　　　　～平成16年３月 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900
平成16年４月～17年３月 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900
平成17年４月～18年３月 7,200 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900
平成18年４月～19年３月 7,200 7,200 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900
平成19年４月～20年３月 7,200 7,200 7,200 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900
平成20年４月～21年３月 7,200 7,200 7,200 7,200 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900
平成21年４月～22年３月 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 12,900 12,900 12,900 12,900
平成22年４月～23年３月 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 12,900 12,900 12,900
平成23年４月～24年３月 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 12,900 12,900
平成24年４月～25年３月 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 12,900
平成25年４月～26年３月 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200
平成26年４月～27年３月 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200
平成27年４月～ 10,800 10,800 10,800 10,800 10,800 10,800 10,800 10,800 10,800

　☆　「初度検査年月」は、自動車検査証で確認できます。
　1　平成30年度に新税率が課税される車両は、平成２７年４月１日以後、新車を新規取得登録のもの。

＊ 登録自動車（白や緑のナンバープレート）に関する手続き等は、「釧路運輸支局」へ
＊ 軽自動車（黄色や黒のナンバープレート）に関する手続き等は、「軽自動車検査協会 釧路事務所」　へ
＊ 原付自転車、二輪車（９０・１２５cc）、小型特殊自動車に関する手続きは「企画財政課　税務係」へ

個人住宅用太陽光発電設備を設置されている方へ
住宅用太陽光発電設備を設置している方で、全量売電を行っている方については、事業の用に供する資
産になり、償却資産として申告していただく必要があります。
減価償却する際に用いる耐用年数は１７年となり、減価償却の内容は下記のとおりとなります。

全量売電の場合 余剰売電の場合
個人

（給与所得者・
年金受給者等）

事業の用に供する資産になり、償却資産
として申告する必要があります。

事業の用に供する資産にはならず、償却
資産として申告する必要はありません。

個人
（個人事業主の方）

農業、店舗・アパートなどの事業を営む方が、事業の用に供している場合は、全
量売電か余剰売電にかかわらず、償却資産の申告の対象となります。（※）

役場 企画財政課 税務係　 ☎ 64－2112（課直通）

重課税率
新税率
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れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
酪
農
の

違
い
は
国
か
ら
の
補
助
の
有
無
だ
と
、
各

農
場
の
皆
さ
ん
が
口
を
そ
ろ
え
て
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
で
は
国
か
ら
の
補
助
が
無
く
、
個
人
で

配
合
タ
ン
ク
１
つ
を
３
０
０
万
円
程
で
購

入
す
る
そ
う
で
す
。
補
助
が
あ
る
の
が
普

通
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
違
い

は
大
き
な
衝
撃
で
し
た
。

　

ま
た
、
乳
価
の
算
出
方
法
は
、
日
本
で

は
乳
量
に
よ
っ
て
乳
価
が
決
ま
る
と
思
い

ま
す
が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
脂
肪

と
タ
ン
パ
ク
の
乳
固
形
量
（
Ｍ
Ｓ
）
で
乳

価
が
決
ま
り
ま
す
。
生
乳
の
９
割
が
チ
ー

ズ
な
ど
に
加
工
さ
れ
る
た
め
水
分
が
多
い

と
そ
れ
を
飛
ば
す
の
に
時
間
と
経
費
が
か

か
っ
て
し
ま
う
の
で
、
量
よ
り
も
Ｍ
Ｓ

の
％
の
方
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
最
近
で
は
、
フ
リ
ー
ジ
ャ
ン
（
放
牧

主
体
で
育
て
ら
れ
て
い
る
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
）

と
乳
脂
肪
分
の
高
い
ジ
ャ
ー
ジ
ー
を
掛
け

合
わ
せ
た
キ
ウ
イ
ク
ロ
ス
が
増
え
て
き
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

搾
乳
手
順
も
、
日
本
で
は
、
乳
頭
の
洗

浄
、
キ
レ
イ
に
拭
く
、
前
搾
り
と
い
う
順

番
が
一
般
的
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
洗
浄
な
ど
で
乳
頭
を

濡
ら
す
事
は
逆
に
雑
菌
の
繫
殖
に
つ
な
が

る
と
い
う
考
え
か
ら
、
洗
浄
は
も
ち
ろ
ん

前
搾
り
も
せ
ず
に
い
き
な
り
ミ
ル
カ
―
を

装
着
す
る
そ
う
で
す
。
前
搾
り
が
大
切
と

言
わ
れ
て
き
た
私
た
ち
に
は
大
き
な
驚
き

で
し
た
。

　

分
娩
に
つ
い
て
は
７
月
頃
か
ら
ラ
ッ

シ
ュ
が
始
ま
り
、
一
気
に
分
娩
・
繫
殖
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
乾
乳
期
が
一
気

に
や
っ
て
く
る
の
で
、
搾
乳
を
し
な
い
で

比
較
的
の
ん
び
り
と
過
ご
す
時
期
が
１
年

の
う
ち
１
か
月
程
あ
る
と
い
う
こ
と
も

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
酪
農
の
大
き
な
特

徴
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
、
ガ
イ
ド
さ
ん
の
話
で
は
、

ヘ
ビ
、
キ
ツ
ネ
、
カ

ラ
ス
な
ど
も
い
な
い

の
で
日
本
と
は
生
態

系
も
か
な
り
違
う
と

の
こ
と
で
し
た
。
畑

で
ポ
コ
ポ
コ
と
子
牛

が
生
ま
れ
て
も
天
敵

が
い
な
い
の
で
、
心

配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

季
節
分
娩
で
８
月
頃

か
ら
搾
乳
を
開
始

し
、
12
月
に
ピ
ー
ク

を
む
か
え
、
５
月
頃

　

平
成
29
年
11
月
11
日
か
ら
16
日
の
日
程

で
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
て
行
わ
れ
た

平
成
29
年
度
鶴
居
村
海
外
酪
農
視
察
研
修

事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
乳
製
品
工
場

（
チ
ー
ズ
等
）、
農
場
（
酪
農
関
係
）、
観

光
牧
場
等
へ
訪
問
し
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
特
長

　

世
界
的
に
見
て
も
重
要
な
乳
製
品
輸
出

国
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
北
島
と

南
島
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
私
達
は
、
同

国
内
中
の
乳
牛
の
90
％
が
飼
育
さ
れ
酪
農

が
盛
ん
な
北
島
へ
行
き
ま
し
た
。
季
節
は

春
か
ら
夏
に
な
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
し

た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
酪
農
は
放
牧
主

体
で
、
１
万
２
千
件
の
酪
農
家
、
５
０
０

万
頭
の
乳
牛
、
４
０
０
万
頭
の
肉
牛
、
２
，

５
０
０
万
頭
の
羊
が
い
ま
す
。
放
牧
主
体

の
為
、
大
規
模
な
牛
舎
や
大
量
の
濃
厚
飼

料
を
必
要
と
せ
ず
、
低
コ
ス
ト
で
の
酪
農

経
営
が
可
能
と
の
こ
と
で
す
。
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
人
口
は
、
全
土
で
お
よ
そ

４
０
０
万
人
と
少
な
く
、
国
内
市
場
が
小

さ
い
こ
と
か
ら
、
生
産
さ
れ
た
生
乳
の
90

か
ら
95
％
は
輸
出
用
乳
製
品
に
仕
向
け
ら

は
ほ
と
ん
ど
乾
乳

に
て
シ
ー
ズ
ン
を

終
え
る
そ
う
で
す
。

　

目
で
見
て
感
じ

た
こ
と
は
、
景
観

の
素
晴
ら
し
さ
で

す
。
バ
ス
の
中
か

ら
見
た
景
色
も
、
実
際
に
訪
れ
た
牧
場
も
、

す
べ
て
が
綺
麗
で
し
た
。
放
牧
し
て
い
る

牛
た
ち
も
健
康
そ
う
で
、
幸
せ
そ
う
に
見

え
ま
し
た
。
牧
場
主
で
あ
る
方
達
も
、
ゆ

と
り
を
も
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
印
象
を

受
け
ま
し
た
。
国
か
ら
の
補
助
が
な
か
っ

た
り
、
国
際
相
場
に
大
き
く
影
響
さ
れ
た

り
と
も
ち
ろ
ん
大
変
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、

全
体
的
に
は
う
ら
や
ま
し
い
と
思
い
ま
し

た
。ア

グ
ロ
ド
ー
ム

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ロ
ト
ル
ア
に
あ

る
国
内
最
大
級
の
観
光
牧
場
、
ア
グ
ロ

ド
ー
ム
に
行
き
ま
し
た
。
19
種
類
の
羊
の

紹
介
や
羊
の
毛
刈
り
シ
ョ
ー
、
牛
の
乳
搾

り
、
子
羊
の
ミ
ル
ク
体
験
、
シ
ー
プ
ド
ッ

ク
に
よ
る
羊
追
い
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
な
内
容
で
し

た
。
司
会
の
方
は
英
語
で
話
し
て
い
ま
し

平
成
平
成
2929
年
度
鶴
居
村
海
外
酪
農
研
修
事
業

年
度
鶴
居
村
海
外
酪
農
研
修
事
業

視
察
研
修
を
終
え
て

視
察
研
修
を
終
え
て

【
研
修
参
加
者
】　
（
敬
称
略
）

齊
藤　

紀
子
（
下
久
著
呂
）、
菱
沼　

亜
実
（
中
久
著
呂
）、
中
尾
み
や
子
（
下
幌
呂
）

安
藤
奈
穂
美
（
支
幌
呂
西
）、
松
井　

潤
子
（
支
幌
呂
西
）、
長
尾　

朋
子
（
下
雪
裡
）
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た
が
、
色
々
な
国
の
人
達
が
観
光
で
来
て

い
る
こ
と
か
ら
、
座
席
に
は
同
時
通
訳

サ
ー
ビ
ス
付
の
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
が
あ
り
ま

し
た
。

　
マ
ク
ゴ
ー
ハ
ン
フ
ァ
ー
ム

　

１
０
０
㏊
の
放
牧
地
を
46
の
放
牧
区
に

区
切
り
、
20
日
か
ら
30
日
で
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
さ
せ
、
屋
外
で
約
２
５
０
頭
を
飼

育
。
搾
乳
は
牧
場
主
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
さ
ん

と
従
業
員
１
名
の
２
名
で
、
20
頭
ダ
ブ

ル
・
へ
リ
ン
グ
ボ
ー
ン
式
パ
ー
ラ
ー
を
使

用
し
、
１
日
２
回
、
２
時
間
程
度
か
か
る

そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
季
節
分
娩
を
し
て
お
り
、
①
搾

乳
牛
に
は
９
月
頃
フ
リ
ー
ジ
ャ
ン
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
の
種
を
つ
け
て
９
か
ら
10
ヶ
月
後

に
分
娩
、
②
そ
の
う
ち
子
牛
（
フ
リ
ー

ジ
ャ
ン
）
60
頭
は
自
分
の
所
に
残
し
そ
れ

以
外
は
売
る
、
③
10
ヶ
月
ほ
ど
自
分
の
牧

場
で
育
て
た
ら
育
成
牧
場
に
行
き
、
そ
こ

で
ジ
ャ
ー

ジ
ー
（
一
産

目
）
の
種
を

つ
け
て
も
ら

う
、
④
分
娩

前
に
戻
っ
て

き
て
家
で
産

ま
せ
、
２
５

０
頭
を
キ
ー

プ
す
る
、
と

い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
あ
た
り
か
ら
Ｍ
Ｓ
の
％

を
上
げ
る
工
夫
を
し
て
い
る
よ
う
で
、
放

牧
の
牧
草
の
他
に
10
％
の
油
か
す
や
タ
ピ

オ
カ
、
人
間
で
も
食
べ
ら
れ
る
ク
ッ
キ
ー

等
を
与
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
Ｍ
Ｓ
は
８
％
上
が
っ
た
よ
う
で
、
今

後
も
配
合
成
分
を
考
慮
し
な
が
ら
活
用
し

て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。
一
方
、
経
費

も
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
現
在
は

収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
み
て
い
る
最
中
だ
そ

う
で
す
。

　

も
う
１
つ
新
し
い
試
み
と
し
て
、
汚
染

処
理
の
為
の
灌
水
設
備
の
導
入
で
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
年
に
２
回
業
者
に
頼
ん
で
い

た
処
理
を
自
分
の
好
き
な
時
に
行
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
は
っ
き
り
と

し
た
ビ
ジ
ョ
ン
で
確
実
に
経
営
し
て
い
る

か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
感

じ
ま
し
た
。
経
営
を
良
く
し
よ
う
と
い
う

姿
勢
は
見
習
い
た
い
も
の
で
す
。

ウ
ィ
ン
＆
ト
レ
シ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
農
場

　

こ
こ
は
代
々
家
族
経
営
を
し
て
い
る
農

場
で
す
。
３
５
０
ha
の
敷
地
の
う
ち
２
４

０
ha
の
土
地
に
７
０
０
頭
の
搾
乳
牛
を
飼

育
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
９
年
に
ロ
ー
タ

リ
ー
パ
ー
ラ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
ま
で
は
ヘ
リ
ン
ボ
ー
ン
式
で
３
時
間
か

か
っ
て
い
た
搾
乳
が
、
54
基
の
ミ
ル
キ
ン

グ
ジ
ェ
ッ
ト
の
設
備
に
し
て
か
ら
は
２
時

間
で
終
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
搾
乳
時
の
電
気
代
が
か
か
る
の

が
悩
み
だ
そ
う
で
、
今
後
の
課
題
で
あ
る

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

タ
グ
で
毎
日
、
乳
量
と
体
重
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
管
理
し
て
お
り
、
生
乳
生
産

は
牧
草
の
生
育
状
況
に
連
動
す
る
た
め
、

牧
草
に
合
わ

せ
て
出
産
の

コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
し
て
い

る
そ
う
で

す
。
搾
乳
施

設
は
簡
素
化

さ
れ
清
潔
感

が
あ
り
ま
し

た
。
冬
で

も
雪
は
降
ら

ず
、
１
年
中

放
牧
飼
育
の

た
め
、
栄
養

価
の
最
も
高

い
時
期
の
牧

草
を
い
か
に

食
べ
さ
せ
続

け
ら
れ
る
か

と
い
う
牧
草

管
理
を
重
要

視
し
、
勉
強

す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
は
私
達
の
草
地

の
取
り
組
み
と
同
じ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
の
牧
場
の
搾
乳
牛
は
す
べ
て
キ

ウ
イ
ク
ロ
ス
で
、
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し

て
、
フ
リ
ー
ジ
ャ
ン
よ
り
体
は
小
さ
め
で

す
が
、
体
が
重
た
い
と
パ
ー
ラ
ー
で
す
る

糞
の
量
も
多
く
な
り
、
パ
ー
ラ
ー
室
ま
で

歩
く
の
に
大
変
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

放
牧
す
る
農
場
を
視
察
し
て
、
牛
は
食
べ

た
い
量
の
草
を
食
べ
、
の
び
の
び
と
し
、

あ
ま
り
病
気
も
せ
ず
、
日
本
の
よ
う
に
前

絞
り
や
洗
浄
を
し
な
く
て
良
い
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　

こ
の
農
場
は
別
名
が
あ
り
、
テ
ィ
ロ
ロ

ワ
フ
ァ
ー
ム
と
い
う
名
前
が
つ
い
て
い
ま

す
。
遠
く
ま
で
眺
め
ら
れ
る
所
と
い
う
意

味
で
、
そ
の
名
の
通
り
周
り
は
ぐ
る
り
と

牧
草
畑
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
酪
農
に

よ
る
汚
染
問
題
に
配
慮
し
、
池
や
小
川
が

あ
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
原
産
の
木
々

を
植
え
る
な
ど
環
境
に
配
慮
し
た
酪
農
経

営
を
し
、
環
境
保
全
の
最
高
賞
を
受
賞
し

て
い
る
農
場
だ
そ
う
で
す
。
家
畜
へ
の
尊

敬
の
気
持
ち
を
持
ち
、
人
と
関
わ
り
あ
っ

て
こ
そ
の
持
続
性
農
業
が
ブ
ラ
ウ
ン
さ
ん

の
持
論
で
す
。

オ
ー
バ
ー
・
ザ
・
ム
ー
ン

　

ワ
イ
カ
ト
地
方
に
あ
る
小
さ
な
チ
ー
ズ

工
房
、
オ
ー
バ
ー
・
ザ
・
ム
ー
ン
を
視
察
。

ま
ず
は
、
こ
の
工
房
で
作
ら
れ
た
４
種
類

へリングボーン式パーラーへリングボーン式パーラー

マクゴーハンファームの光景マクゴーハンファームの光景ウィン＆トレシー・ブラウン農場の牧草ウィン＆トレシー・ブラウン農場の牧草ロータリーパーラーロータリーパーラー
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の
チ
ー
ズ
を

試
食
し
、
味

の
違
い
や
製

法
の
説
明
、

チ
ー
ズ
作
り

に
対
す
る
思

い
な
ど
を
オ

ー
ナ
ー
で
あ

る
ス
ー
・
ア

ー
サ
ー
さ
ん

か
ら
お
伺
い

し
ま
し
た
。

　

店
名
は
わ

か
り
や
す
く
、

イ
ン
パ
ク
ト

の
あ
る
名
前

を
つ
け
た
か

っ
た
そ
う
で
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
詩

の
様
な
も
の

に
な
ぞ
ら
え

て
「
も
っ
と

子
供
の
様
に

自
由
な
発
想

で
」
と
い
う

意
味
が
込
め

ら
れ
て
お
り
、

チ
ー
ズ
作
り

を
学
ぶ
と
と

も
に
常
に
独
自
の
も
の
を
作
り
た
い
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
牛
・
羊
・
ヤ
ギ
・
水

牛
の
ミ
ル
ク
を
使
い
日
々
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
ス
ー
さ
ん
に
、
チ
ー

ズ
作
り
の
悩
み
は
あ
る
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、

小
さ
な
工
房
な
の
で
入
荷
す
る
牛
乳
の
成

分
が
安
定
し
な
い
時
は
大
変
と
の
事
で
し

た
。

　

こ
ち
ら
で
１
年
に
生
産
で
き
る
チ
ー
ズ

は
約
２
５
，０
０
０
kg
で
す
が
、
こ
れ
は

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
最
大
の
乳
業
企
業

フ
ォ
ン
テ
ラ
社
が
１
時
間
で
生
産
で
き
る

量
だ
そ
う
で
す
。
工
房
は
小
さ
く
と
も
、

コ
ツ
コ
ツ
と
よ
り
良
い
も
の
を
作
ろ
う
と

す
る
努
力
が
多
く
の
受
賞
に
繋
が
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

視
察
研
修
全
体
を
通
し
て

　

視
察
研
修
を
通
し
て
、
興
味
が
あ
っ
た

の
は
放
牧
で
す
。
放
牧
が
ス
ト
レ
ス
に
な

る
と
い
う
研
究
結
果
も
一
説
に
は
あ
り
ま

す
が
、
放
牧
に
は
利
点
が
あ
り
ま
す
。
草

を
食
べ
さ
せ
る
の
が
目
的
と
い
う
よ
り
は
、

運
動
機
能
の
向
上
が
目
的
で
、
牛
た
ち
は

喜
ん
で
出
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
で
き
る
だ
け
家
や
牛
舎
ま
わ
り

を
綺
麗
に
し
、
環
境
美
化
に
も
気
を
配
る

こ
と
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
は
ほ
と
ん
ど
が
芝
で
整
備
さ

れ
て
い
て
、
土
の
部
分
が
少
な
く
、
あ
ま

り
汚
れ
ま
せ
ん
。
海
外
の
酪
農
を
見
る
機

会
は
少
な
い
の
で
、
牛
舎
も
な
く
、
搾
乳

時
間
に
な
る
と
緑
の
中
に
ぽ
つ
ん
と
あ
る

パ
ー
ラ
ー
に
牛
が
列
を
作
っ
て
並
ぶ
光
景

に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

経
営
な
ど
の
面
で
は
、
一
軒
の
農
家
の

仕
事
を
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
や
、
堆
肥
処

理
施
設
等
、
作
業
を
分
担
し
て
行
っ
て
い

け
る
機
関
が
あ
る
と
、
ゆ
と
り
が
生
ま
れ

る
と
思
い
ま
す
。
牛
も
人
も
、
ゆ
っ
た
り

と
の
ん
び
り
と
生
活
し
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
し
た
。
日
本
で
も
せ
め
て
夏
の
間
だ

け
で
も
放
牧
を
す
れ
ば
良
い
の
で
は
と
思

い
ま
し
た
。
牛
に
で
き
る
こ
と
は
牛
に
し

て
も
ら
う
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
件
の
農
場
で
は
、
芝
生
・
樹
木
・
草

花
に
囲
ま
れ
雄
大
な
草
地
を
背
景
と
し
た

放
牧
主
体
の
酪
農
が
印
象
的
で
農
業
の
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

大
規
模
な
牛
舎
や
飼
料
を
必
要
と
し
な
い

た
め
低
コ
ス
ト
の
酪
農
経
営
が
可
能
だ
と

思
い
ま
し
た
。
二
人
と
も
、
牛
の
為
に
で

き
る
事
、
よ
り
経
営
を
良
く
す
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
良
い
の
か
と
言
う
事
を
考
え
て

い
て
、
国
は
違
う
け
ど
同
じ
職
業
で
頑

張
っ
て
い
る
人
が
い
る
の
だ
と
肌
で
感
じ

る
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
日
本
で
は
乳
価

の
出
し
方
や
国
か
ら
の
補
助
金
が
無
い
こ

と
な
ど
、
大
き
な
違
い
が
あ
る
も
の
の
、

環
境
問
題
や
草
地
へ
の
取
り
組
み
、
後
継

者
問
題
な
ど
同
じ
様
な
悩
み
を
抱
え
て
い

る
一
面
も
あ
り
ま
し
た
。
気
候
や
風
土
は

違
え
ど
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
達
の
経
営
に

ヒ
ン
ト
を
見
い
出
せ
れ
ば
良
い
な
と
思
い

ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
な
だ
ら
か

な
牧
場
、
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
牧
草
地
、

マ
オ
リ
文
化
、
神
秘
的
な
ツ
チ
ボ
タ
ル
、

迫
力
あ
る
間
欠
泉
、
羊
、
ア
ル
パ
カ
、
牛

や
馬
ま
で
も
が
特
別
で
、
見
る
も
の
一
つ

ひ
と
つ
に
感
動
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時

に
、
北
海
道
の
こ
と
か
ら
鶴
居
村
そ
し
て

酪
農
の
こ
と
ま
で
も
っ
と
勉
強
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

日
本
に
到
着
し
、
最
後
の
夜
を
皆
で
過

ご
し
ま
し
た
が
、
終
わ
る
の
が
寂
し
く
な

る
く
ら
い
楽
し
い
勉
強
に
な
っ
た
視
察
研

修
で
し
た
。
こ
の
旅
で
初
め
て
会
う
メ
ン

バ
ー
も
い
ま
し
た
が
、
同
じ
村
内
な
の
で

こ
の
先
も
繋
が
り
が
あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

快
く
視
察
研
修
に
賛
成
し
て
く
れ
た
家
族
、

研
修
に
関
わ
っ
て
く
れ
た
村
の
人
達
に
感

謝
し
な
が
ら
、
今
回
勉
強
し
て
き
た
こ
と

を
活
か
し
て
仕
事
を
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
今
回
の

旅
の
仲
間
と

の
縁
に
も
感

謝
で
す
。

オーバー・ザ・ムーンで生産されたチーズオーバー・ザ・ムーンで生産されたチーズ



役場からのお知らせ役場からのお知らせ

９　平成30年３月号

予
備
自
衛
官
補
・
一
般
幹
部
候
補
生

の
募
集

【
お
問
合
せ
先
】

□
役
場
総
務
課
総
務
係（
☎
64

－

２
１
１
１
）

□
自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部
釧
路
出
張
所

　
（
☎
22

－
１
０
５
３
）

国
民
年
金
に
つ
い
て

■
国
民
年
金
の
加
入
方
法

　

国
民
年
金
は
誰
も
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

　

日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
す
べ
て
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

加
入
者
は
、
職
業
な
ど
に
よ
っ
て
３
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
加

入
手
続
き
が
異
な
り
ま
す
。

・
第
１
号
被
保
険
者

　

自
営
業
者
、
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
無
職

の
方
な
ど
で
、
加
入
手
続
き
は
ご
自
分
で
住

所
地
の
市
区
役
所
・
町
村
役
場
の
国
民
年
金

担
当
窓
口
で
行
い
ま
す
。

・
第
２
号
被
保
険
者

　

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
、
厚
生
年
金
保
険

や
共
済
組
合
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
で
、
加

入
手
続
き
は
勤
務
先
が
行
い
ま
す
。

・
第
３
号
被
保
険
者

　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者
の
方
で
、
加
入
手
続
き
は
第
２
号
被
保

険
者
の
勤
務
先
を
経
由
し
て
行
い
ま
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
は
自
動
振
替
が
便
利
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口
座
振

替
及
び
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
を
ご
利
用

頂
く
と
、
保
険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ

れ
る
の
で
、
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
に
行
く

手
間
が
省
け
る
う
え
、
収
め
忘
れ
も
無
く
と

て
も
便
利
で
す
。
口
座
振
替
等
を
ご
希
望
の

方
は
、
ご
希
望
の
金
融
機
関
や
年
金
事
務

所
、
保
険
料
の
納
付
書
に
同
封
さ
れ
て
い
る

申
請
書
等
に
よ
り
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
２
年
前
納
制
度
の
拡
充

に
つ
い
て

　

平
成
29
年
４
月
よ
り
、
口
座
振
替
に
加
え

て
現
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に
つ
い

て
も
、
割
引
額
の
大
き
な
２
年
前
納
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
２
年
前
納
の
利

用
に
つ
い
て
は
、
事
前
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
年
金
事
務
所
及
び
日
本
年
金
機

構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
確
認
及
び
申
請
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
年
金
相
談
・
お
手
続
き
の
際
は
予
約
の
う

え
来
訪
願
い
ま
す

　

ご
予
約
す
る
と
、
ス
ム
ー
ズ
に
相
談
で
き

る
う
え
、
相
談
内
容
に
あ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が

事
前
に
準
備
し
、
丁
寧
に
対
応
し
ま
す
。

■
よ
く
あ
る
ご
質
問
に
お
答
え
し
ま
す

Ｑ
１
．
予
約
は
い
つ
か
ら
で
き
ま
す
か
?

Ａ
１
．
来
訪
を
希
望
す
る
日
の
１
カ
月
前
か

　

ら
前
日
ま
で
受
付
し
て
い
ま
す
。
ご
連
絡

　

の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
年
金

　

手
帳
や
年
金
証
書
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

Ｑ
２
．
年
金
事
務
所
へ
行
く
こ
と
が
困
難
で

　

す
。
家
族
の
者
が
代
わ
り
に
年
金
事
務
所

　

で
手
続
き
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

Ａ
２
．
ご
家
族
の
方
が
ご
本
人
に
か
わ
っ
て

　

年
金
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。
代
理
の
方
が
年
金
の
手
続
き

　

を
す
る
場
合
に
は
、
ご
本
人
か
ら
の
委
任

　

状
が
必
要
で
す
。

　

※
詳
し
く
は
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
へ

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

■
役
場
保
健
福
祉
課
福
祉
係

（
☎
64

－

２
１
１
６
）

■
釧
路
年
金
事
務
所
（
☎
24

－

７
８
８
９
）

引
越
し
の
際
は
、
住
民
票
の
異
動
も

忘
れ
ず
に

　

入
学
・
就
職
・
転
勤
な
ど
に
よ
る
引
越
し

で
、
住
所
を
異
動
さ
れ
る
方
は
、
住
民
票
の

異
動
届
（
転
出
届
・
転
入
届
・
転
居
届
等
） 

が
必
要
で
す
。

　

住
民
票
の
異
動
届
は
、
国
民
健
康
保
険
、

国
民
年
金
、
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
な
ど
に

つ
な
が
る
大
切
な
手
続
き
で
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の「
通
知
カ
ー
ド
」、

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー

ド
）」、「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
の
住
所

は
、
最
新
の
も
の
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
ち
ら
の
住
所
変
更
の
届
出
も
お
忘

れ
の
な
い
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

平成31年４月採用の「予備自衛官補」「一般幹部候補生」
の募集を下記のとおり実施しますのでお知らせします。

種　目 資　格 受付期間 試　験　日 試験場所
予備自衛官補
（一般）

18歳以上
34歳未満 30年1月9日㈫

～
30年4月6日㈮

30年4月14日㈯
～18日㈬

※この間の指定さ
れた1日です。

釧路駐屯地
（予定）

予備自衛官補
（技能）

18歳以上で保有す
る技能に応じ53歳
～55歳未満

別　示

一般幹部
候補生

（陸・海・空）

22歳以上26歳未満
の者で大学卒業程
度の学力を有する
方

30年3月1日㈭
～

30年5月1日㈫

一次
30年5月12日㈯・

13日㈰
※13日については
飛行要員のみ

道東経済
センタービル
（予定）

役場閉庁日の日直業務が変わります
　土日祝祭日などの役場閉庁日につい
ては、戸籍や出納窓口業務をはじめ、
ほとんどの業務を行っていませんが、
郵便物等の収受や火葬受付、緊急連絡
などへ対応するため、午前８時30分か
ら午後５時15分まで村職員１名が常駐
し、業務にあたっています。
　また、休日は人の出入りが少なくな
ることから、危機管理や不測の事態に
備えて、役場が委託した警備会社の職
員も午前８時から午後10時まで常駐し
ています。
　この度、国が推進する民間委託等に
よる業務の合理化や職員の休暇の確保
を図ることを目的として、他自治体の
状況を踏まえながら日直業務の現状と
必要性を考慮した結果、平成30年４月
１日（日）から職員による日直業務の
一部を警備会社へ委託することとしま
したのでお知らせします。
　日直業務を委託する日は、土曜日を
除く役場閉庁日で、土曜日が祝祭日に
あたる場合は、日直業務を委託します。
　これまでの役場閉庁日における行政
サービスに影響がないよう十分な体制
を整えておりますので、村民のみなさ
んもこれまでどおりのご対応をよろし
くお願いします。



平成30年３月号　10

消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ 平成29年度 全国統一防火標語

「火の用心　ことばを形に　習慣に」

　地域の防災にあなたの「チカラ」を活かしてみませんか。
　消防団は地域住民によって組織され、地域社会における消防防災体制の中核として重要な役割を果た
しています。大切な人のため、自分の住んでいる地域を守るため、消防団に入団してみませんか。
　また、住民の高齢化に伴い、優しさや細やかな活動など女性ならではの視点を生かした様々な活動を
していただくために、女性消防団員も募集いたします。
　地域の安全・安心のために活躍してくださる消防団員を下記のとおり募集
いたしますのでご連絡お待ちしています。
　１．応募要件　鶴居村内に居住する、満１８歳以上の方（男女問わず）
　２．処遇等　　報　　酬－条例に基づく額を支給
　　　　　　　　手　　当－業務に従事したときには一定の額を支給
　　　　　　　　被　　服－制服、活動服等を貸与
　　　　　　　　福利厚生－消防団員福祉共済制度など
　３．お申し込み・お問い合わせ先
　　　　　釧路北部消防事務組合　鶴居消防署　電話 ６４－２３４４

消防団員の募集について

　２月２日、鶴居消防団女性消防部は「火災予防啓発劇」を鶴居保育園で上演しました。
　女性消防団員が母親役・子ども役に扮して、料理中に火から目を離したすきに台所から出火したとい
う「家庭で起こりうる火災」をテーマにした劇を披露しました。
　劇の途中には白布を煙に見立て避難方法を実演し、その後に園児たちに避難方法を実体験してもらい
ました。劇は園児たちの笑いを誘う場面もあり「つるぼー」も登場するなど、火災の恐ろしさと火災予
防について、楽しく学んでもらうことができました。
　上演後の園児たちの拍手喝采に
女性消防部の小泉部長は「今後も
このような予防啓発活動を継続し
て行い、子どものうちから火災予
防の大切さを理解していただきた
いです」と消防団員としての意気
込みを話してくれました。

鶴居消防団女性消防部による火災予防啓発劇を実施

　心臓や呼吸が停止に陥った人の命を助けるために、救急隊が到着
するまでの間、家族など近くにいる人が行わなければならない応急
手当が「心肺蘇生法（胸骨圧迫・人工呼吸）」です。
　しかし、実際に行うとなると「やり方がよくわからない」「自信
がない」「怖い」など、不安を感じる方が多いと思います。
　また、心肺蘇生法を長時間ひとりで続けるのはとても大変です。
協力者を集めて交代しながら実施することも重要なポイントであり、
そのためにも多くの人が「心肺蘇生法」を知ることが必要です。
　鶴居消防署では「心肺蘇生法」「ＡＥＤの取り扱い」「止血法」などを学べる救命講習を開催しており
ます。講習は個人のほか、事業所や各種団体・グループ等の受講申し込みも随時受け付けており、出張
講習も行ないますので、受講を希望される方や詳しい内容を知りたい方は、鶴居消防署（TEL64-2344）
まで、お気軽にお問い合わせください。

救命講習について

※ＡＥＤは、「自動体外式除細動器」といいます。電極のついたパッドを胸に貼ると自動的に心臓の状態
を判断し、心臓が細かくふるえて血液を全身に送ることができない状態であれば、電気ショックを与え
て心臓のふるえを取り除く機器です。
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官公庁などからのお知らせ官公庁などからのお知らせ
国
家
公
務
員
採
用
試
験
の
お

知
ら
せ

　

次
の
と
お
り
、
国
会
公
務
員
の
募
集

を
す
る
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
総
合
職
試
験
（
院
卒
・
大
卒
程
度
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間

　

３
月
30
日
（
金
）
〜
４
月
９
日
（
月
）

■
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間

　

４
月
６
日
（
金
）
〜
４
月
18
日
（
水
）

■
一
般
職
試
験
（
高
卒
・
社
会
人
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間

　

６
月
18
日
（
月
）
〜
６
月
27
日
（
水
）

○
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.jinii hiken.go.jp/

　

juken.htm
l

○
お
問
合
せ
先

人
事
院
北
海
道
事
務
局
第
二
課
試
験

係☎
０
１
１

－

２
４
１

－

１
２
４
８

自
動
車
税
の
住
所
変
更
を
お
忘

れ
な
く

　

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の
登

録
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
る
税
金
で

す
。

■
引
っ
越
し
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
な

ど
は
、
運
輸
支
局
で
変
更
登
録
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
湯
合
は
運
輸
支
局
で
登
録
手
続

き
が
必
要
で
す
。
尚
、
平
成
30
年
度

の
自
動
車
税
納
税
通
知
書
を
確
実

に
お
届
け
す
る
た
め
に
、
３
月
中
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き（
変
更
登
録
）

②
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き
（
移
転
登

録
）

③
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
と
き

（
抹
消
登
録
）

■
変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
と
き
は

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部
に

ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
道
税
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
自
動
車
税
の
住
所
変

更
手
続
き
が
可
能
で
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

　

☎
０
１
１

－

７
４
６

－

１
１
９
７

平
成
30
年
度
労
働
基
準
監
督
官

採
用
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

　

労
働
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験
が
、

次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
期
間

平
成
30
年
３
月
30
日
（
金
）
〜
４
月

11
日
（
水
）（
受
信
有
効
）

■
申
込
用
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

■
受
験
資
格

⑴
昭
和
63
年
４
月
２
日
〜
平
成
９
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
者

⑵
平
成
９
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
31
年

３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

■
第
１
次
試
験

　

平
成
30
年
６
月
10
日
（
日
）

■
第
２
次
試
験

平
成
30
年
７
月
11
日
（
水
）、
12
日

（
木
）、
13
日
（
金
）
の
指
定
さ
れ
た

日
■
受
験
申
込
書
提
出
先
（
郵
送
又
は
持

参
の
場
合
）

北
海
道
労
働
局
総
務
部
総
務
課

〒
０
６
０

－

８
５
６
６

札
幌
市
北
区
北
８
条
西
２
丁
目
１

番
１　

札
幌
第
一
合
同
庁
舎
９
階

■
お
問
合
せ
先

釧
路
労
働
基
準
監
督
署

（
☎
42

－

９
７
１
１
）

北
海
道
労
働
局

（
☎
０
１
１

－

７
０
９

－
２
３
１
１

　

内
線
３
５
１
１
）

受
講
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

釧
路
短
期
大
学
、
釧
路
専
門
学
校
よ

り
、
講
座
受
講
生
の
募
集
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
１
、
２
に
つ
い
て
は
、
釧
路
短
期
大

学
と
釧
路
専
門
学
校
が
一
緒
に
企
画
し

て
い
る
講
座
で
す
。

１
．
通
信
制
「
保
育
士
資
格
取
得
特
例

講
座
」
受
講
生
（
幼
稚
園
教
諭
免
許

取
得
者
）

【
募
集
期
間
】

　

４
月
30
日
（
月
）
ま
で
（
必
着
）

【
お
問
合
せ
先
】

釧
路
専
門
学
校
（
☎
51

－

３
１
９

５
）

※
受
講
条
件
等
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

２
．
通
学
制
「
幼
稚
園
教
諭
免
許
取
得

特
例
講
座
」
受
講
生
（
保
育
士
資
格

取
得
者
）

【
募
集
期
間
】

﹇
前
期
﹈
４
月
10
日
（
火
）
ま
で

﹇
後
期
﹈
10
月
10
日
（
水
）
ま
で

【
お
問
合
せ
先
】　

釧
路
短
期
大
学

（
☎
68

－

５
１
２
４
）

※
受
講
条
件
等
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

３
．
釧
路
短
期
大
学
平
成
30
年
度
前
期

科
目
等
履
修
生
・
聴
講
生

　
　

本
学
の
科
目
を
社
会
人
の
方
に
開

放
し
て
い
ま
す
。
単
位
取
得
や
条
件

に
よ
り
免
許
・
資
格
取
得
も
可
能
で

す
。

【
募
集
期
間
】

　

４
月
10
日
（
火
）
ま
で
（
必
着
）

【
お
問
合
せ
先
】

釧
路
短
期
大
学

（
☎
68

－

５
１
２
４
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
運
営
協
議
会
委
員
の

募
集
に
つ
い
て

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

運
営
協
議
会
と
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審

議
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
し
た

機
関
で
す
。
学
識
経
験
者
、
健
康
保
険

関
係
者
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、

公
益
団
体
関
係
者
、
そ
し
て
住
民
の
皆

様
な
ど
で
構
成
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
こ
の
運
営
協
議
会
の
住
民

の
皆
様
の
代
表
と
な
る
委
員
を
、
次
の

と
お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格

　

道
内
に
在
住
す
る
満
20
歳
以
上
の
方

で
、
平
日
の
夜
間
に
札
幌
市
で
年
３
回

程
度
開
催
さ
れ
る
会
議
に
出
席
す
る
こ

と
が
可
能
な
方
な
ら
ど
な
た
で
も
応
募

で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の

議
会
の
議
員
並
び
に
国
家
公
務
員
及
び

地
方
公
務
員
、
本
広
域
連
合
の
他
の
附

属
機
関
等
の
委
員
を
除
き
ま
す
。

◆
募
集
人
数　

５
名

◆
任
期

　

平
成
30
年
７
月
委
嘱
の
日
か
ら
２
年

　

間
◆
応
募
方
法

　

広
域
連
合
で
定
め
た
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
テ
ー
マ
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
課
題
と
今
後
の
あ
り

方
〜
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
て
〜
」

に
つ
い
て
の
小
論
文（
８
０
０
字
程
度
。

応
募
用
紙
の
裏
面
を
用
い
て
も
別
紙

を
用
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
）
と
と
も

に
、
下
記
あ
て
に
郵
送
又
は
電
子

メ
ー
ル
で
お
送
り
い
た
だ
く
か
、
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
各
市
町
村
の
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
担
当
窓
口
へ
ご
持
参
い
た

だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

◆
応
募
期
間

　

平
成
30
年
３
月
１
日
（
木
）
か
ら

４
月
27
日
（
金
）
ま
で
（
郵
送
の
場

合
は
、
当
日
消
印
有
効
）

◆
選
考
に
つ
い
て

　

選
考
委
員
会
に
お
い
て
、
小
論
文

及
び
応
募
用
紙
の
記
載
内
容
に
よ
り

総
合
的
に
選
考
い
た
し
ま
す
。

◆
委
員
の
仕
事

　

学
識
経
験
者
等
の
委
員
と
と
も

に
、
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
運
営

に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
審
議

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
組
織
や
事
業
の
概
要
に
つ
き
ま

し
て
は
、
広
域
連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://iryokouiki-hokkaido.

jp/

）
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
報
酬
等

　

運
営
協
議
会
に
出
席
し
た
場
合
に

は
、「
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
非
常
勤
の
職
員
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
」
の
規
定

に
よ
り
、
報
酬
（
１
日
に
つ
き
５
，

０
０
０
円
）
及
び
旅
費
を
お
支
払
い

い
た
し
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
・
先
応
募
先

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

　

合　

総
務
班

　

〒
０
６
０

－

０
０
６
２

　

札
幌
市
中
央
区
南
２
条
西
14
丁
目

　

国
保
会
館
６
階

　

☎
０
１
１

－

２
９
０

－

５
６
０
１
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保健福祉課健康推進係　　　（☎64-2116）
鶴居村地域包括支援センター（☎64-2999）

保健福祉課健康推進係　　　（☎64-2116）
鶴居村地域包括支援センター（☎64-2999）おお元元気気ですかですか保保健健師師でですす

春の集団健診・がん検診のお知らせ
【平成３０年度 健診日程】 特定健診とがん検診を合わせて受けられます。

（※がん検診のみ実施する日程は設けておりませんのでご注意ください。）

日付 受付時間 健診会場 対象地区
４月１９日（木）

６：00
～

10：00

幌呂農村環境改善センター
幌呂市街

４月２０日（金） 下幌呂・中幌呂・支幌呂・上幌呂・茂幌呂
４月２４日（火）

鶴居村総合センター
支雪裡・中久著呂

鶴居市街４月２５日（水） 中雪裡・茂雪裡
４月２６日（金） 下雪裡・下久著呂

◯　対象地区を決めていますが、都合の悪い方は他の地区の受診日に受けてください。
◯　送迎車の利用を希望される方は申込時に利用の有無をお伝え下さい。送迎対象は概ね６５歳以上の方です。
　　鶴居市街・幌呂市街の方は原則対象外となりますが、必要な方はご相談ください。
　　なお、利用を希望される方はお住まいの地区の受診日をお申し込みください。

【健診内容】

項目 対象 内容 料金

生活習慣病
予防健診

職場健診のない方で、受診日満20
歳から年度39歳（S54.4.1～S55.3.31
生）まで 身体計測、腹囲測定、

血圧測定、問診、診察、
血液検査（脂質・糖・
肝機能・腎機能）、尿
検査

無料
（5,770円全額村負担）特定健診

鶴居村国民健康保険に加入してい
る年度40歳（S53.4.1～S54.3.31生）
から 受診日満74歳まで

健康診査 満75歳以上

胃がん検診 40歳以上　※ バリウム検査
（胃X線検査）

無料
（5,350円全額村負担）

肺がん検診 40歳以上 胸部レントゲン撮影
喀痰検査（必要者のみ）

無料
（X線1,580円、喀痰2,980円

全額村負担）

大腸がん検診 40歳以上　※ ２日間の採便による
便潜血反応検査

無料
（2,710円全額村負担）

前立腺がん検診 50歳以上（男性のみ） 血液検査（PSA） 1,000円
（1,060円村負担）

エキノコックス検診 18歳以上で、５年以上検査を受け
ていない方 血液検査 無料

（1,300円全額村負担）

肝炎ウイルス検査
40歳以上５歳毎の年齢又は40歳
以上で、今まで一度も検査を受け
ていない方

血液検査 無料
（2,530円全額村負担）

※　国の示す「がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針」の改正と、指針の内容に沿って、平成
30年度より胃がん検診・大腸がん検診の対象年齢を40歳以上に変更いたします。

【申込方法】（回覧でのチラシ配布・申込はありません）
お手元に申込用紙のある方は申込用紙を直接役場保健福祉課保健師に提出して頂くかFAX、または、IP告知
端末申込画面、電話にてお申し込みください。

申込・問い合わせ先：役場保健福祉課保健師（電話 : 64－2116　FAX : 64－2577）

平成３０年３月１日から3月７日までの７日間は子ども予防接種週間です。
入園・入学前のこの時期に接種忘れがないか母子健康手帳でもう一度確認しましょう。

子 ど も 予 防 接 種 週 間
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新刊案内
●開館時間……10：00～18：15

●休　館　日……３月の図書整理日は27日（火）です。３月の図書整理日は27日（火）です。
●貸し出し……【本・雑誌・紙芝居】
　　　　　　　　２週間（１人10冊まで）

【ＣＤ・ＶＴＲ・ＤＶＤ】
　　　　　　　　１週間（CD３点、VTR２点、DVD１点まで）

鶴居村ふるさと情報館みなくる図書室だより

おはなし会について
　みなくる図書室では毎月第３土曜日
の11時から絵本などのおはなし会をし
ています。小さなお子さんや小学生、
大人のひとでも興味のある方はぜひご
参加ください。
※３月のおはなし会は17日（土）です。

※紹介している本は2/28（水）から利用できます。

父子（おやこ）ゆえ 七色結び

しりとりボクシング 北極サーカス

吉野源三郎　原作
羽賀翔一　漫画

　自分の生き方を決定で
きるのは、自分だけだ。
人間としてあるべき姿を
求め続ける、コペル君と
叔父さん-。「子どもたち
に向けた哲学書であり、
道徳の書」として読み継
がれてきた歴史的名著を
漫画化。

神田茜　著
　主婦の矢沢鶴子は水引
をつくる内職と息子の中
学のPTA活動に忙しい。
ある日、PTA会長が不倫
スキャンダルで辞任し、
まさかの次期会長に推薦
され…。フツーの主婦の
おかしな日常を描く痛快
作。

新井けいこ　作
はせがわはっち　絵

　小学4年の恭平は、と
ろくてみんなにばかにさ
れている同級生・健太の
ことが放っておけない。
学年行事でしりとり大会
をやることになり、不安
になる健太。恭平は健太
をはげまし、2人でしり
とりの特訓を始めるが…。

庄野ナホコ　作
　氷にのってやって
くる、まっしろい動
物たちのサーカスは、
不思議でゆかいで、
なぜだかすこしかな
しくて-。北極サー
カスの、夢みるよう
なすてきな時間を描
いた絵本。

梶よう子　著
　神田明神下でひとり暮
らす安次郎は、女房のお
初に先立たれて5年。子
の信太をお初の実家に預
け、一流の職人としてさ
まざまな浮世絵を摺って
きた。ある日、義兄が駆
け込んできて…。

認知症の人と家族の会　監修
　家族が認知症になった
ら、どうすればいいので
しょうか。毎日の生活の
中でよく起きる「困りご
と」を解決するヒントや、
介護にまつわる家族・親
戚間のトラブルを防ぐポ
イントなどを、イラスト
やマンガとともに紹介し
ます。

漫画　君たちはどう生きるか 認知症になった家族との暮らしかた
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３月の自然観察会
●塘路フィールドウォッチング

【日　時】　３月３日(土) 午前１０時～１２時
【内　容】　雪のフィールドをスノーシューで散策

し、塘路の自然や遺跡などを観察しま
す。

【定　員】　１０名
【参加費】　無料
【集合・申込・問合先】
　　　　　塘路湖エコミュージアムセンター
　　　　　 （☎015-487-3003）

●湿原の裏山でスノーシューハイク

【日　時】　３月４日(日) 午前１０時～１２時
【内　容】　残雪の裏山をスノーシューで歩き、雪

解けを待つ植物などを観察します。
【定　員】　１０名
【参加費】　無料
【集合・申込・問合先】
　　　　　温根内ビジターセンター
　　　　　 （☎65-2323）

寄　　付
いただきました心温まる善意に心よりお礼申しいただきました心温まる善意に心よりお礼申し
上げます。上げます。

特別天然記念物「タンチョウ」の愛護に関する事業、特別天然記念物「タンチョウ」の愛護に関する事業、
釧路湿原を含めた自然環境の保全等に関する事釧路湿原を含めた自然環境の保全等に関する事
業のために業のために
　　　　　　神奈川県　畑　博見　様　　　　　　神奈川県　畑　博見　様

金１２，０００円金１２，０００円

特別天然記念物「タンチョウ」の愛護に関する事業、特別天然記念物「タンチョウ」の愛護に関する事業、
釧路湿原を含めた自然環境の保全等に関する事業、釧路湿原を含めた自然環境の保全等に関する事業、
地域振興及び地域福祉等に関する事業、教育及地域振興及び地域福祉等に関する事業、教育及
び文化スポーツの振興に関する事業のためにび文化スポーツの振興に関する事業のために
　　　　東京都　大久保　ルミ子　様　　　　東京都　大久保　ルミ子　様

金５０，０００円金５０，０００円
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代表　音　成　邦　仁
タンチョウ コミュニティ

〒085-1206　阿寒郡鶴居村鶴居東2丁目15番地
電話　64-2482 ／ＦＡＸ　64-2482

Ｈ　Ｐ　http://tancomm.web.fc2.com
ブログ　http://blogs.yahoo.co.jp/tancho_comm/

シリーズ

タンチョウ
Vol. 279

これからのタンチョウとの付き合い方
　鶴居村と日本野鳥の会が共催したシンポジウムから、すでに4ヶ月以上が経過しました。当日は、タンチョ
ウにまつわる現状や今後の課題などが伝えられ、意見を交わす時間もありました。その内容は１、２月
号でサンクチュアリのレンジャーさんが報告されたとおりです。少し時間は経ってしまいましたが、今
号では私なりの意見をまとめてみました。

　冒頭、大石村長が鶴居村ならではのタンチョウとの付き合い方を協議していく必要があると発言され
ました。ここ数年の国のタンチョウ保護事業の進め方を見ていると、村長が言われるとおり、今後は地
域が主体となって進めていくことが求められていると感じます。大変そうにも思えますが、私は住民の
思いをより反映した、意義ある活動をしやすくなるのではないかと期待しています。地域が主体となっ
て進めていくとなると、地域振興への貢献といった視点も重要になってくるでしょう。様々な意見はあ
ると思いますが、キーワードは「タンチョウを介した人と人との関係づくり」ではないかと思っています。

　食害など、農業との摩擦の解消には、関係者が一枚岩にならなくてはうまく進みません。関係者が摩
擦の実態を十分に把握し、農家さんも一緒になって対策内容を考え、実施し、効果を評価していくしく
みが必要だと感じます。また、ごく一部の人しか観光客の来訪による恩恵を感じられないのであれば地
域振興とは言えませんので、波及効果のしくみを考える必要があるでしょう。当然マナー啓発も進めて
いかなくてはいけません。加えて、次世代を担う子どもたちへの普及啓発も大切です。難しいことは抜
きにして、タンチョウをテーマに住民同士の交流の機会も増えるといいですね。

　もちろん、国の動きや世論も無視できません。段階的な給餌量削減などの国の方針や、村外の人々の
声も受け止めた上で、村民参加のもと「鶴居モデル」ができあがるよう、タンコミも力を尽くしていき
たいと思っています。

　タンチョウに関わる保護事業は大きく変わりはじめています。ですが、焦りは禁物です。じっくりと
腰を据えて考えることが大切ですし、それだけの時間はあると思います。ぜひ多くのみなさんに興味を
持っていただければと思っています。
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　道東地方も雪のシーズン…と思
いきや、今年の鶴居は今のところ
雪が少ないみたいですね。とは言
え、気温は例年どおり冷え込んで
いるので体調管理にだけはご注意
ください。
　ちなみに本誌の編集期間はオリ
ンピックの期間と重なっていま
す。今大会、日本勢はメダル獲得
数が過去最多とのことで、海外開
催の五輪での複数の金メダルは史
上初、フィギュアスケート競技以
外での金メダルは長野五輪以来で
20 年ぶりだそうです。冬季オリ
ンピックは北海道出身の選手も多
いので、応援には力が入ってしま
いますね。（Ｈ）

編集後記

人の動き
（１月末住民登録人口）

人口 総数 2,532人
（前月比 ー6人）

うち外国人人口　25人
（男 9人・女 16人）

昨年同期は　2,526人で、
対前年比較は　＋６人です。

男 1,270人（前月比 ー4人）
女 1,262人（前月比 ー2人）

世帯数　1,145戸
（前月比 －２戸）

うち外国人世帯数　16戸

　第31回タンチョウフェスティ
バルのひとコマです。
　途中雪が降り、より厳しい条
件となった耐寒競技でしたが、
手に汗握る接戦となりました。

（※詳細記事は２ページ）

今月の表紙

１月中の発生件数
　人身事故０件／物件事故８件

死亡事故ゼロの日　808日
（１月末現在）

交通事故発生状況
（鶴居駐在所より情報提供）

３月村のカレンダー

1木
・鶴居老人クラブ健康相談　9:30～　鶴居老人寿の家
・幌呂老人クラブ健康相談　9:30～　幌呂老人寿の家
・上幌呂老人クラブ健康相談
　　10:00～　上幌呂コミュニティセンター

2金 ・確定申告相談（対象地区：中雪裡）
　　9:30～　役場２階第三会議室

3土
4日
5月 ・確定申告相談（対象地区：下雪裡）

　　9:30～　役場２階第三会議室

6火 ・確定申告相談（対象地区：中久著呂・下久著呂）
　　9:30～　役場２階第三会議室

7水 ・確定申告相談（対象地区：地域指定なし）
　　9:30～　役場２階第三会議室

8木
・確定申告相談（対象地区：地域指定なし）
　　9:30～　役場２階第三会議室
・第1回村議会定例会　10:00～　村議会議場

9金
・確定申告相談（対象地区：地域指定なし）
　　9:30～　役場２階第三会議室
・第1回村議会定例会　10:00～　村議会議場

10土 ・わんぱくアドベンチャークラブ３月講座
　　10:30～　総合センター

11日

12月
・確定申告相談（対象地区：地域指定なし）
　　9:30～　役場２階第三会議室
・第1回村議会定例会　10:00～　村議会議場

13火
・第1回村議会定例会　10:00～　村議会議場
・子育て支援事業「あそびのひろば」
　　10:00～　ふるさと情報館「みなくる」

14水 ・第１回村議会定例会　10:00～　村議会議場

15木 ・村内各中学校卒業式　10:00～
・1歳6か月・3歳児健診　13:00～　総合センター

16金
17土
18日
19月 ・村長杯ゲートボール大会

　　9:15～　ふれあいセンター
20火 ・村内各小学校卒業式　10:00～
21水
22木 ・寿大学３月講座　13:00～　総合センター
23金 ・鶴居村青少年表彰授与式　15:30～　総合センター
24土
25日 ・ふるさと情報館ピアノ発表会

　　13:30～　ふるさと情報館「みなくる」
26月
27火
28水

29木

30金

31土


